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となるような nの範囲を考える。 
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(注) 

301.02log10  を既知とすれば、 100000
2

5
10000 










n

の各辺の常用対数をとると 

 5)2log21(4 10  n  5398.04  n  
398.0

5

398.0

4
 n   56.1205.10  n  

したがって、 11n または 12n とすればよい。 


